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「
早
期
発
見
・
早
期
治
療
」
こ
そ
日
本

が
誇
る
「
国
民
皆
保
険
制
度
」
の
根
幹
。

而し
か

し
て
「
範
囲
・
濃
度
・
蓄
積
」
の
何
れ

も
変
幻
自
在
な
放
射
脳
と
同
じ
く
「
無

色
・
透
明
・
無
臭
」で
、人
間
の
五
官
が

基
本
に
戻
っ
て
「
早
期
検
査
・
早
期
対

応
・
早
期
隔
離
」
が
肝
要
な
筈
。

　

に
も
拘
ら
ず
、「
コ
ロ
ナ
、
そ
れ
ほ

ど
の
も
の
か
」
と
「
朝
日
新
聞
」
独
占

イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
で
２
０
２
０
年
３
月
18

日
に
嘯う
そ
ぶ
い
た
内
閣
官
房
参
与
・
川
崎

市
健
康
安
全
研
究
所
長
の
岡
部
信
彦
。

「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
多
い
国
の
方
が
死
亡

数
が
多
い
」
と
５
月
４
日
に
会
見
で
、

更
に
年
末
12
月
６
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
日
曜

討
論
」
で
は
「
感
染
し
て
も
60
歳
以
下

の
人
は
症
状
が
軽
い
」
と
大
言
壮
語
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

分
科
会
会
長
・
地
域
医
療
機
能
推
進
機

構
理
事
長
の
尾
身
茂
。「
誤ご
た
く
せ
ん

託
宣
」
を

披ひ
れ
き瀝
の
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
ス
ン
ナ
派
・
ワ
ク
チ

ン
妄
信
マ
ン
セ
ー
派
」「
パ
チ
モ
ン
医

師
・
パ
チ
モ
ン
専
門
家
・
パ
チ
モ
ン
著

名
人
」
が
跳ち
ょ
う
り
ょ
う
ば
っ
こ

梁
跋
扈
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
│

19
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
」
の
感
染
者
が
日
本
国

内
で
最
初
に
確
認
さ
れ
た
の
は
昨
年
１

月
15
日
で
す
。
そ
の
１
年
後
の
２
０
２

１
年
１
月
８
日
、
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・

医
学
賞
受
賞
の
碩せ
き
が
く学
４
名
（
敬
称
略
で

五
十
音
順
に
分
子
細
胞
生
物
学
の
大お
お

隅す
み

良よ
し

典の
り

、
天
然
物
化
学
の
大お
お
む
ら
さ
と
し

村
智
、
分

子
免
疫
学
の
本ほ
ん
じ
ょ
た
す
く

庶
佑
、
幹
細
胞
生
物

学
の
山や
ま
な
か
し
ん
や

中
伸
弥
）
は
「
声
明
」
を
発
表
。

「
過
去
一
年
に
渡
る
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

拡
張
が
未
だ
に
収
束
せ
ぬ
現
下
の
状
況

を
憂
慮
し
、
以
下
の
方
針
を
政
府
に
要

望
し
、
実
行
を
求
め
る
」
檄
文
と
共
に

「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
能
力
の
大
幅
な
拡
充
と

無
症
候
感
染
者
の
隔
離
を
強
化
す
る
」、

「
医
療
機
関
と
医
療
従
事
者
へ
の
支
援

を
拡
充
し
、
医
療
崩
壊
を
防
ぐ
」
等
５

項
目
を
列
挙
し
て
い
ま
す
。

　

が
、
豈あ
に
は
か図
ら
ん
や
「
誤
送
船
団
・
記

者
ク
ラ
ブ
」
の
新
聞
や
テ
レ
ビ
は
疎お
ろ

か
、

雑
誌
や
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
に
至
る
も
、

四
賢
人
の
諫か
ん
げ
ん言
を
〝
黙
殺
〞
し
続
け
る

「
＃
あ
た
お
か
ニ
ッ
ポ
ン
」。
１
９
１
８

年
＝
大
正
７
年
３
月
４
日
に
米
国
カ
ン

ザ
ス
州
フ
ァ
ン
ス
ト
ン
陸
軍
基
地
で
数

百
名
の
兵
士
が
発
熱
し
た
の
が
実
質
的

発
症
源
の
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」。
世
界

中
を
席せ
っ
け
ん捲
し
、
日
本
国
内
で
も
３
波
に

及
ん
だ
流
行
は
別わ

け
て
も
２
度
目
が
凄

惨
を
窮き
わ

め
ま
す
。
旧
・
内
務
省
衛
生
局

が
編
纂
の
文
書
に
は
38
万
８
７
２
７
人

の
犠
牲
者
を
以も
っ

て
、
４
年
後
に
「
打
ち

勝
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
驚
く

勿
れ
、
改か
い
ざ
ん竄
や
毀き

棄き

と
は
対
極
の
「
記

録
を
残
す
」
倫
理
観
が
１
世
紀
前
の
日

本
に
は
存
在
し
て
い
た
の
で
す
。

　

で
は
、
ど
う
し
て
、
ど
の
よ
う
に
ス

ペ
イ
ン
風
邪
は
終し
ゅ
う
そ
く熄
し
た
の
か
、
そ

の
理
由
を
明
確
に
語
る
事
は
米
国
立
ア

レ
ル
ギ
ー
・
感
染
症
研
究
所
の
ア
ン
ソ

ニ
ー
・
フ
ァ
ウ
チ
所
長
で
す
ら
難
し
い
。

そ
れ
が
有う

為い

転て
ん

変ぺ
ん

し
続
け
る
ウ
イ
ル

ス
と
い
う
厄
介
な
存
在
で
す
。

「
厚
労
省
と
私
が
言
っ
て
い
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
の
目
的
は
端は
な

か
ら
違
う
ん
で
す
。

サ
イ
エ
ン
ス
の
基
本
的
な
考
え
、
詰
ま

り
無
い
も
の
を
科
学
は
証
明
出
来
な
い
。

有
る
と
い
う
こ
と
だ
け
に
意
味
が
あ
る
。

で
す
か
ら
、
戦
況
を
見
極
め
る
目
的
で

Ｐ
Ｃ
Ｒ
を
用
い
る
べ
き
。
早
期
の
検
査

は
コ
ロ
ナ
感
染
の
拡
が
り
を
防
ぐ
予
防

手
段
な
の
で
す
」
と
〝
孫
子
の
兵
法
〞

を
説
き
続
け
る
本
庶
博
士
。

　

自
宅
療
養
者
が
４
万
人
に
迫
っ
て
も
、

ベ
ッ
ド
数
１
万
８
千
「
＃
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ

イ
ン
パ
ー
ル
２
０
２
１
」
選
手
村
の
転

用
を
決
断
せ
ず
、「
酷こ
く
み
ん民
」
を
見
棄
て

る
日
本
。
基
準
地
価
10
分
の
１
以
下
で

取
得
し
、
都
庁
22
名
Ｏ
Ｂ
を
養
う
建ゼ

設ネ

業コ

者ン

・
不デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

動
産
業
者
も
阿あ
ゆ
つ
い
し
ょ
う

諛
追
従
で
黙

し
て
語
ら
ず
。「
仮
定
の
質
問
」
に
は

応
じ
ぬ
気
概
を
貫
く
御ス
ガ
ー
リ
ン仁に
至
っ
て
は
、

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
サ
ン
バ
・
カ
ー

ニ
バ
ル
が
中
止
を
決
断
し
て
も
猶
、
古

今
東
西
の
預は
っ
け
み

言
者
も
平
伏
す
「
ワ
ク
チ

ン
を
前
提
と
し
な
く
と
も
安
心
・
安
全

な
大
会
は
開
催
可
能
」
と
国
会
答
弁
。

因
み
に
「
あ
た
お
か
」
と
は
一
昨
年
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
若
者
の
人じ
ん
こ
う口
に
膾か
い
し
ゃ炙
し
た

「
あ
た
ま
お
か
し
い
」
の
符ふ
ち
ょ
う牒
で
す
。

察
知
し
得
ぬ
極
め
て
厄
介
な
存
在
が
今

回
の
疫
病
。
歩
む
べ
き
道
を
見
失
っ
た

際
に
は「Get back

to basics

」。「
よ

く
食
べ
・
よ
く
寝
て
・
よ
く
洗
う
」イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
３
原
則
と
同
じ
く
今
回
も 「#あたおかニッポン」

★
次
号
３
月
号
の
発
行
日
は
２
月
26
日
で
す
。


